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子
ど
も
と
高
齢
者
の
医

療
費
を
無
料
に
。
ま
た
、
高
齢

者
の
新
型
・
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
無
料
と

す
る
よ
う
求
め
る
。

福
祉
保
健
部
長　

高
齢
者
の
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
自
己

負
担
額
は
1
2
6
0
円
で
あ
る

が
、
他
市
町
村
の
状
況
等
を
踏

ま
え
て
検
討
し
た
い
。

 

財
政
的
な
部
分
と
の
創

意
工
夫
が
必
要
だ
。

福
祉
保
健
部
長　

多
く
の
市
町

村
の
負
担
額
は
1
0
5
0
円
で

あ
る
。
足
並
み
を
そ
ろ
え
ら
れ

な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

 

市
長
の
決
意
は
ど
う
か
。

 

で
き
る
だ
け
の
こ
と
は

し
て
い
き
た
い
。

バ
ス
利
用
の
実
験
に�

　

多
く
の
市
民
が�

　
　

参
加
で
き
る
工
夫
を

 

高
齢
利
用
者
が
、
「
バ

ス
割
引
券
」
を
求
め
る
の
に
四

苦
八
苦
し
て
い
る
。
利
用
券
販

売
所
の
増
設
を
求
め
る
。

企
画
財
政
部
長　

販
売
箇
所
を

増
や
す
よ
う
に
し
た
い
。

 

利
用
し
や
す
い
仕
組
み

を
つ
く
り
、
利
用
者
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
せ
め
て
、

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

（
障
が
い
者
や
介
添
人
）
も
サ

ー
ビ
ス
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
だ
。

交
通
政
策
課
長　

利
用
者
を
拡

大
す
る
と
事
業
費
が
か
か
る
。

 

自
治
省
か
ら
廃
止
勧
告

を
受
け
た
香
川
県
の
坂
出
市
立

病
院
は「
私
の
カ
ル
テ
」の
配
布
で

３
年
間
で
日
本
一の
黒
字
病
院
に

な
っ
た
。見
習
う
べ
き
だ
。

 

見
習
う
よ
う
、
管
理
部

長
を
通
じ
て
指
示
を
し
た
。

自
動
車
燃
料
米
事
業
は

 

平
成
21
年
４
月
４
日
の

「
農
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
農

水
省
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
長
の

西
郷
さ
ん
に
、
佐
渡
の
燃
料
米

事
業
は
ト
キ
の
餌
場
確
保
の
減

反
田
の
稲
作
り
で
「
Ｊ
Ａ
全
農

の
ガ
ソ
リ
ン
稲
」
と
連
携
で
き

る
と
思
う
の
で
指
導
願
い
た
い

と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
西
郷
課

長
は
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
と

答
弁
し
た
が
、
そ
の
後
ど
う
し

た
か
。

企
画
財
政
部
長　

８
月
末
に
担

当
と
農
水
省
と
内
閣
官
房
に
行

き
、
全
農
と
の
連
携
に
つ
い
て

相
談
し
た
。
回
答
は
、
そ
の
連

携
は
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
だ

と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

保
険
証
に
カ
バ
ー
が
な
い

 

新
し
い
健
康
保
険
証
に

カ
バ
ー
が
な
い
と
の
苦
情
が
あ

る
が
。

市
民
環
境
部
長　

保
険
証
が
個

人
証
に
な
っ
て
お
り
、
近
く
カ

バ
ー
を
届
け
た
い
。

島
外
業
者
へ
の
印
刷
発
注

 

60
万
円
以
下
の
印
刷
を

島
外
業
者
に
発
注
し
て
い
る
が
。

総
務
部
長　

去
年
の
12
月
議
会

答
弁
、
島
内
零
細
業
者
へ
の
配

慮
に
も
反
し
て
お
り
、
今
後
気

を
つ
け
る
。

中
村
　
良
夫
　
議
員

加
賀
　
博
昭
　
議
員

「
私
の
カ
ル
テ
」で 

　
　
　
病
院
は
甦

よ
み
が
え

る

子
ど
も
・
高
齢
者
の 

医
療
費
と
イ
ン
フ
ル 

エ
ン
ザ
予
防
は
無
料
に

（放映された赤字の実態） （3年間で黒字に転換）

         ７月１日から、路線バスを使った
新しいサービスの社会実験が始まります。
75歳以上の

方が対象

サービスを利用できる対象者　佐渡市在住の75歳以上の方です。
※�今後、新しく75歳になられる方には、誕生月の前月までに市から『路線バス割引サービス利用証』を郵送します。
　ご利用は、誕生日の属する月から可能です。

サービスの内容　島内全ての路線バスを1乗車200円で月4回（乗車）利用できます。
■サービスの利用方法
対象となる75 歳以上の方には、市から『路線バス割引サービス利用証』を送付

します。
このサービスの利用を希望される方は、新潟交通佐渡㈱の各営業所または案内

所で『路線バス割引サービス利用証』を提示し、『バス割引券』を購入してください。
（※�『バス割引券』の購入は、利用証を持参すれば、代理人でも可能です）
路線バスをご利用の際は、運転手に『路線バス割引サービス利用証』を提示して、
運賃の代わりに『バス割引券』を料金箱に入れてください。（※『バス割引券』の利用は
ご本人に限られます）

　7月1日から島内全域で、75歳以上の方を対象とした路線バスの運
賃割引サービスを開始しました。
　今後、利用状況や利用者の声をアンケートなどで把握しながら、公
共交通の利用促進と高齢者の外出支援を図っていきます。
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渡
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リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
見
学
会
は�

　
　
　
　
　

分
別
意
識
の
高
揚

 

４
月
か
ら
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
収
集
が
始
ま
っ
て
い
る
。江
戸

時
代
の
エ
コ
を
見
る
と「
ろ
う
そ

く
の
流
れ
買
い
」と
言
う
職
人
が

い
て
、溶
け
て
流
れ
落
ち
た「
ろ

う
」の
滴

し
ず
くま
で
再
利
用
し
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
精
神
を
江
戸
時
代

の
エ
コ
に
学
び
、市
民
の
リ
サ
イ
ク

ル
意
識
高
揚
対
策
の
た
め
に
、廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
施
設
等
の
見
学
会

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

 

合
併
以
来
、環
境
を
大

切
に
す
る
意
識
が
強
く
な
っ
て
き

て
い
る
。多
く
の
協
力
を
得
て
廃

プ
ラ
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組

み
が
前
進
し
て
い
る
。き
ち
ん
と

し
た
選
別
を
し
な
い
、洗
浄
を
し

て
い
な
い
等
の
問
題
が
あ
る
が
、こ

の
形
で
進
め
、住
民
と
共
に
環
境

の
よ
い
島
づ
く
り
を
し
た
い
。

市
民
環
境
部
長 

事
前
準
備
と
認

識
不
足
の
た
め
に
、当
初
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。現
在
は
、

ほ
ぼ
順
調
に
進
ん
で
い
る
。提
案

の
施
設
見
学
は
、現
場
を
見
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、事
業
を
進

め
る
参
考
と
な
る
の
で
実
施
し
て

い
き
た
い
。

 

ゴ
ミ
は
、市
民
の
協
力
を

得
て
分
別
が
さ
れ
て
い
る
。そ
の

行
き
先
を
明
確
に
示
し
、リ
サ
イ

ク
ル
の
工
程
や
経
費
及
び
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
も
公
表
す
る
考
え
は
。

市
民
環
境
部
長 

工
程
に
つ
い
て
は

市
報
８
月
号
に
掲
載
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。こ
れ
か
ら
は
、事
業

費
並
び
に
事
業
結
果
を
で
き
る

だ
け
示
し
て
い
き
た
い
。

加
茂
湖
周
辺
環
境
整
備
に�

つ
い
て

 

「
佐
渡
百
選
」に

選
定
さ
れ
た
加
茂
湖
は
、

周
囲
17
㎞
、面
積
4
・
9

平
方
㎞
の
県
内
で
一
番

大
き
な
湖
で
あ
る
。案

内
板
は
佐
渡
の
玄
関
口
、

南
埠
頭
に
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
の
も
の
で
ト
イ
レ
の
表
示
が

な
い
。親
し
み
の
あ
る
加
茂
湖
周

辺
環
境
整
備
に
つ
い
て
、住
民
か

ら
防
護
柵
等
を
活
用
し
て
、棲
ん

で
い
る
鳥
や
魚
、生
物
を
絵
柄
に

し
て
表
示
し
て
は
ど
う
か
の
声
が

あ
る
。見
解
を
問
う
。

 

加
茂
湖
周
辺
環
境
整

備
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
が
頑
張
り
、

努
力
を
し
て
く
れ
て
い
る
。モ
ニュ

メ
ン
ト
や
看
板
に
掲
示
が
あ
れ
ば

良
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

産
業
観
光
部
長 

案
内
板
や
モ
ニュ

メ
ン
ト
の
提
案
を
い
た
だ
い
た
。ト

イ
レ
の
利
用
に
つ
い
て
は「
道
の

駅
」「
郷
土
博
物
館
」が
あ
る
が

関
係
者
と
検
討
し
た
い
。

産
業
観
光
課
長 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
に
な
っ
て
お
り
、観
光
協
会

が
マ
ッ
プ
を
作
り
、加
茂
湖
の
野

鳥「
ま
が
も
」「
か
も
め
」「
み
さ

ご
」を
、魚
で
は「
車
え
び
」等
を

紹
介
し
て
、観
光
客
に
配
っ
て
い

る
。

 

今
後
、
官
民
一
体
で
や

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
大
変

貴
重
な
も
の
と
考
え
る
。
民
間

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
場
合
、

仕
事
以
外
は
お
金
に
な
ら
な
い

こ
と
を
前
提
に
参
加
す
る
が
、

職
員
は
「
強
制
で
は
な
い
」「
仕

事
で
は
な
い
」「
人
事
考
課
に

は
反
映
さ
れ
な
い
」
こ
と
を
い

い
こ
と
に
、
一
年
間
全
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
い
職
員

が
い
る
の
で
は
と
感
ず
る
。
状

況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

 

職
員
の
参
加
は
地
域
に

対
す
る
市
の
姿
勢
で
あ
る
。
特

定
の
人
だ
け
が
出
る
も
の
で
な

い
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
。

総
務
部
長　

６
月
27
、
28
日
集

落
と
の
一
帯
行
事
の
一
斉
清
掃
、

予
備
日
の
７
月
４
、
５
日
を
含

め
2
8
2
人
の
参
加
で
あ
っ
た
。

 

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
前
の

善
意
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

佐
和
田
中
生
徒
・
職
員
・
花
の

島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ
わ
た
、
商

工
会
職
員
、
東
北
電
力
職
員

等
々
千
数
百
人
も
の
参
加
者
が

あ
っ
た
が
、
市
長
提
案
の
「
佐

渡
市
一
斉
清
掃
」
１
4
0
0
人

余
の
職
員
の
参
加
は
。

 

ス
ポ
ニ
チ
ロ
ン
グ
ラ
イ

ド
に
40
人
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

に
は
5
8
6
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。
地
域
住
民
の
各
種
活
動
へ

の
参
加
機
運
の
盛
り
上
げ
や
自

主
的
な
取
組
み
に
も
つ
な
が
る

よ
う
に
、
職
員
が
率
先
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
よ
う

に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 

こ
の
ひ
な
壇
に
い
る
人

達
は
全
員
参
加
さ
れ
た
の
か
聞

く
。
ま
ず
副
市
長
か
ら
尋
ね
る
。

副
市
長　

６
月
27
、
28
日
集

落
の
清
掃
に
出
席
、
一
部
残
っ

た
部
分
が
あ
っ
た
の
で
７
月
４
、

５
日
に
も
参
加
し
た
。

 

副
市
長
は
一
生
懸
命
で

あ
っ
た
と
集
落
の
人
達
も
評
価

し
て
い
た
と
聞
い
た
が
、
総
務

部
長
は
ど
う
な
の
か
。

総
務
部
長　

当
日
は
他
の
行
事

で
不
参
加
で
あ
っ
た
。

 

総
務
課
の
職
員
数
及
び

参
加
者
は
。

総
務
課
長　

秘
書
室
を
含
め
27

人
で
参
加
者
は
２
人
で
あ
る
。

 

参
加
が
２
人
と
は
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
職
員
と
し
て
は

心
構
え
が
な
さ
す
ぎ
る
。
今
後

年
間
３
回
は
出
席
し
な
い
と
「
人

事
考
課
」
の
査
定
対
象
に
す
る

と
い
う
こ
と
に
し
た
ら
ど
う
か
。

 

市
民
の
模
範
と
な
る
べ

き
で
あ
り
、
そ
れ
も
良
い
方
法

で
あ
り
一
つ
の
案
と
考
え
る
。

最
大
限
参
加
す
る
の
が
本
来
の

姿
で
あ
る
。

10

住
民
が
親
し
め
る

       
環
境
行
政
を

本
間
　
千
佳
子
　
議
員

廣
瀬
　
擁
　
議
員

少
な
い
本
庁
職
員
の 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

作業手順を聞くボランティアの皆様
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民
主
党
中
心
の
政
権
は

地
方
財
政
の
充
実
を
掲
げ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
自
公
政
権
の

「
地
方
財
政
や
社
会
保
障
削
減
」

路
線
で
は
な
く
、
佐
渡
市
財
政

等
に
も
い
い
方
向
の
影
響
が
出

る
が
。 

こ
れ
ま
で
は
「
三
位
一

体
」
の
財
政
削
減
路
線
で
の
佐

渡
市
の
計
画
だ
っ
た
が
、
新
政

権
は
こ
れ
と
違
う
方
向
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
計
画
等

は
自
民
党
政
権
の
中
で
の
組
立

て
で
あ
り
今
後
の
変
化
を
期
待

し
て
い
る
。

 

市
長
の
退
職
金
は
4
年

間
で
1
5
8
4
万
円
。
行
革

は
「
で
き
る
こ
と
は
見
直
す
」

な
ら
、
こ
れ
も
検
討
す
べ
き
で

は
。 

退
職
金
以
上
に
仕
事
を

す
れ
ば
安
い
し
、
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
極
め
て
高
い
。
こ
の
あ

と
の
3
年
間
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
。

 

学
校
統
合
の
説
明
会
で

小
規
模
校
だ
と
学
力
等
が
落
ち

る
よ
う
な
説
明
は
誤
り
で
は
な

い
か
。
統
合
し
た
ら
少
人
数
学

級
を
進
め
る
か
。

教
育
長　

情
報
は
正
確
に
伝

え
地
域
と
の
話
を
進
め
て
い
る
。

40
人
学
級
は
、
減
ら
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 

国
保
の
資
格
書
と
申
請

減
免
、
国
保
法
第
４
４
条
の
状

況
は
。

市
民
環
境
部
長 

９
月
4
日
に
資

格
書
者
は
「
短
期
証
」
に
切
り

替
え
た
。
申
請
減
免
や
窓
口
支

払
い
の
減
免
は
、
不
況
の
状
況

を
踏
ま
え
る
と
当
然
で
あ
り
、

対
応
し
て
い
く
。

 

市
の
保
育
園
に
つ
い
て

官
民
の
コ
ス
ト
を
比
較
す
る

と
私
立
の
方
が
１
園
あ
た
り

1
0
0
0
万
円
以
上
経
費
が
か

か
っ
て
お
り
、
経
費
削
減
に
な

ら
な
い
。

福
祉
保
健
部
長　

経
費
比
較
を

現
在
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

経
費
の
面
も
含
め
民
営
化
の
検

討
委
員
会
で
検
討
す
る
。

 

保
育
園
な
ど
民
間
化
で

の
指
定
管
理
者
公
募
は
、
入
札

と
同
じ
で
、
事
前
に
情
報
等
が

漏
れ
て
い
た
り
し
て
は
な
ら
な

い
し
、
そ
の
場
合
は
厳
正
な
対

処
が
必
要
だ
が
。

総
務
部
長　

そ
う
い
っ
た
こ
と

が
な
い
よ
う
に
厳
正
に
実
施
し

て
い
る
し
、
も
し
あ
れ
ば
、
見

直
し
を
す
る
。

 

国
県
、
佐
渡
市
も
観
光

に
力
を
入
れ
、
佐
渡
汽
船
運
賃

対
策
も
行
っ
て
い
る
中
、
キ
ャ

ン
プ
場
や
海
水
浴
場
を
廃
止
す

る
計
画
は
観
光
振
興
と
逆
行
で

は
な
い
か
。

産
業
観
光
部
長　

観
光
施
設
と

言
え
ど
も
、
利
用
や
地
区
別
配

置
を
見
て
整
理
す
る
方
向
で
あ

る
。

 

本
市
の
公
共
工
事
落
札

率
は
県
内
で
も
極
め
て
高
い
。

資
料
№
１
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
公

表
や
日
本
弁
護
士
連
合
会
報
告

書
で
は
自
由
競
争
を
す
る
と
落

札
率
が
75
％
～
85
％
に
な
り
、

平
成
18
年
の
公
正
取
引
委
員
長

の
国
会
答
弁
で
も
入
札
改
革
の

実
施
に
よ
り
、
全
国
平
均
で
落

札
率
が
18
・
6
％
下
が
っ
た
と

し
て
い
る
。
資
料
№
２
の
通
り
、

落
札
率
85
％
以
上
を
損
害
額
と

す
る
と
年
間
約
８
億
円
の
財
政

効
果
が
生
ず
る
が
、
私
が
示
し

た
事
例
の
よ
う
な
入
札
改
革
の

意
志
は
あ
る
か
。

 

佐
渡
は
企
業
規
模
が
小

さ
い
の
で
コ
ス
ト
が
高
い
と
理

解
し
て
い
る
。
入
札
改
革
に
つ

い
て
は
数
値
等
を
精
査
し
な
け

れ
ば
す
ぐ
に
コ
メ
ン
ト
で
き
な

い
。 

改
革
に
よ
る
入
札
差
金

を
繰
越
明
許
費
や
債
務
負
担
行

為
で
公
共
事
業
発
注
の
薄
い
翌

年
の
第
一
四
半
期
に
回
し
て
市

民
益
を
確
保
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

財
政
課
長　

当
年
度
の
差
金
に

つ
い
て
は
新
た
な
事
業
を
繰
越

明
許
費
等
で
次
年
度
に
発
注
で

き
る
可
能
性
は
あ
る
。

 

島
内
に
入
札
に
よ
る
金

が
落
ち
る
と
い
う
仕
組
み
が
で

き
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

中
川
　
直
美
　
議
員

地
方
財
政
難
を
つ
く
っ
た 

政
策
転
換
の
新
政
権
で 

佐
渡
市
は
ど
う
な
る

入
札
改
革
の
断
行
に
よ
り 

税
金
の
ム
ダ
遣
い
を
な
く
す
べ
き

近
藤
　
和
義
　
議
員

近藤資料 No.1

近藤資料 No.2

落札率と談合疑惑度

落札率 90％以上95％未満

落 札 率 9 5 ％ 以 上

談 合 の 疑 い が あ る

談合の疑いが極めて高い

佐渡市発注　建設工事及びコンサルタント等業務委託
の落札率及び損害額

全国市民オンブズマン連絡会議公表（全国落札率調査結果）

建　　設　　工　　事 コンサルタント等業務委託
落札率 予定価格合計（円）件数 率 落札価格（円） 落札率 佐渡市の損害額（円） 落札率 予定価格合計（円）件数 率 落札価格（円） 落札率 佐渡市の損害額（円）
90%以下 640,030,000 42 10.3% 529,542,000 82.7% 0 80%以下 321,240,000 53 38.7% 144,704,000 45.0% 0
90～95% 6,460,735,000 273 66.7% 6,033,615,000 93.4% 541,990,250 80～95% 350,604,000 76 55.5% 289,914,000 82.7% 9,430,800
95%以上 2,200,930,000 94 23% 2,109,921,000 95.9% 239,130,500 95%以上 44,680,000 8 5.8% 4,381,000 9.8% 8,066,000
合　計 9,301,695,000 409 100% 8,673,078,000 93.2% 781,120,750 合　計 716,524,000 137 100% 478,428,000 66.8% 17,496,800
※建設工事：85%以上を損害額とする ※コンサルタント等：80%以上を損害額とする

平成20年度　佐渡市の損害額（建設+ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 798,617,550円

佐渡市 HP 情報集計値
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本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

６
件
の
審
査
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

⑴�

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整

備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

携
帯
電
話
等
の
利
用
不
能
地
域

（
赤
泊
地
区
）
の
解
消
を
図
る
た

め
市
が
移
動
通
信
用
鉄
塔
を
整
備

し
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
を
受
益

者
で
あ
る
電
気
通
信
事
業
者
か
ら

分
担
金
を
徴
収
す
る
た
め
の
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

⑵
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

旧
赤
泊
小
学
校
新
保
分
校
敷
地

を
南
新
保
自
治
会
に
無
償
譲
渡
す

る
た
め
議
会
の
議
決
を
す
る
も
の

で
す
。

⑶�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）に
つ
い
て

　

既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
26
億
6
2
6
6
万
8
0
0
0

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

4
5
9
億
7
7
1
3
万
8
0
0
0

円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
も
の
は
、

①
歳
入

○
地
方
交
付
税

	

４
億
4
0
7
8
万
円

○
国
庫
支
出
金

	

６
億
8
4
9
0
万
円

○
県
支
出
金	

４
億
5
9
4
万
円

○
市
債	

５
億
9
6
9
0
万
円

②
歳
出

○�

離
島
航
路
対
策
事
業
費
補
助

金	　
　
　
　

3
0
0
0
万
円

＊�

佐
渡
汽
船
㈱
が
事
業
主
体
と
な

り
、県
と
市
が
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
本
年
10
月
３
日
か

ら
12
月
27
日
ま
で
の
土
曜
日
、日

曜
日
及
び
祝
日
に
新
潟
航
路
又

は
直
江
津
航
路
を
発
着
す
る

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
自
動
車
航
送
運

賃
と
ジ
ェッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
運
賃

の
特
別
割
引
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。平
均
運
賃
単
価
と
割
引

後
運
賃
と
の
差
額
に
つ
い
て
県
が

50
％
、市
が
10
％
、佐
渡
汽
船
が

40
％
の
割
合
で
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。割
引
後
の
運
賃
は
、自
動
車

航
送
運
賃
往
復
利
用
の
み
対
象

で
１
台
当
た
り
１
万
円
、ジ
ェッ
ト

フ
ォ
イ
ル
利
用（
片
道
も
可
）大

人
３
０
０
０
円
小
人
１
５
０
０
円
。

○�

携
帯
電
話
基
地
局
整
備
事
業

（
赤
泊
地
区
）

	

１
億
5
9
6
1
万
円

○�

病
院
事
業
会
計
へ
の
補
助
金
、

繰
出
金

	

７
億
3
5
4
3
万
円

○�

和
牛
増
産
振
興
事
業
補
助

金	　
　
　
　
　

4
7
0
万
円

○
漁
港
整
備
事
業
費

	

３
億
2
1
8
5
万
円

○�

小
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
事
業
費
４
校

	

２
億
8
0
0
万
円

○�

中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
事
業
費
３
校

	

１
億
3
7
8
1
万
円

○�

一
般
職
の
職
員
共
済
組
合
負

担
金　

１
億
2
6
8
4
万
円

⑷�

平
成
21
年
度
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）に
つ
い
て

　

既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
82
万
7
0
0
0
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
２
億
4
0
9
万

7
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

⑸�

平
成
21
年
度
二
宮
財
産
区
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

　

既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
1
0
0
0
万
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
1
7
8
9
万

1
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

⑹�

平
成
21
年
度
新
畑
野
財
産

区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）に
つ
い
て

　

既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
2
3
6
万
3
0
0
0
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
9
9
9
万

5
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

⑺
請
願

　

子
供
た
ち
が
学
費
を
心
配
せ
ず

安
心
し
て
私
立
高
校
で
学
べ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
学
費
軽
減
制

度
の
拡
充
な
ど
公
費
の
増
額
・
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
関

す
る
請
願

　

本
委
員
会
で
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

総
務

文
教




